
　わたしたちのふるさとを明
あか

るく元
げん

気
き

にしたい。しんさ
いの後

あと

，そのようなねがいのもと，たくさんの人
ひと

たちが，
自
じ

分
ぶん

たちにできることを考
かんが

え，実
じっ

行
こう

しました。 　「自
じ

分
ぶん

たちのまち，仙
せん

台
だい

を元
げん

気
き

にしたい」というねがい

のもとに，仙
せん

台
だい

市
し

の小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

ぜんいんが，「ふるさとふっ

こうプロジェクト」にさんかしました。

　仙
せん

台
だい

市
し

の学
がっ

校
こう

では，毎
まい

年
とし

ふっこうへの思
おも

いをこめてつる

をおったり，たんざくにメッセージを書
か

いたりして，仙
せん

台
だい

七
たな

夕
ばた

まつりでかざっています。　学
がっ

校
こう

を明
あか

るく元
げん

気
き

にするため，小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

がすすんであ

いさつやごみひろいを行
おこな

いました。

　地
ち

いきを明
あか

るく元
げん

気
き

にするため，みんなが力
ちから

を合
あ

わせ，

音
おん

楽
がく

会
かい

などのさまざまなイベントを行
おこな

いました。

音
おん

楽
がく

会
かい

をひらいた地
ち

いきの人
ひと

びと

つるをおる小
しょう

学
がく

生
せい

アーケードにかざられたメッセージ

ぼ金
きん

にきょう力
りょく

する小
しょう

学
がく

生
せい

つるの七
たな

夕
ばた

かざり

あいさつ，ごみひろい，ぼ金
きん

…。
できることは，みぢかなところに
あります。みんなができることは
何
なに

かな？ 話
はな

し合
あ

ってみましょう。

た
ん
ざ
く
に
は
力ち

か
ら

強づ
よ

い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書か

か
れ
て

い
る
ね
！

学
がっ

校
こう

を元
げん

気
き

に1

仙
せん

台
だい

を元
げん

気
き

に3

地
ち

いきを元
げん

気
き

に2
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４ ふるさとを元
げん

気
き

に　自
じ

分
ぶん

たちにできること

あいさつ運
うん

動
どう

やごみひろいをする小
しょう

中
ちゅう

学
がく

生
せい

学級活動

第

２
章

４
ふ
る
さ
と
を
元げ
ん

気き

に　

自じ

分ぶ
ん

た
ち
に
で
き
る
こ
と


